コカコーラIUF共同声明

本共同声明は２００５年３月１５日にコカコーラカンパニーとIUFとその加盟組合で開催された会議の結果である。

コカコーラカンパニーは、IUFをコカコーラシステムの多くの労働者をはじめとする世界の組織化された労働者の国際的な代表機関と認める。

コカコーラカンパニーは、同社の上級代表がIUFとその加盟組合からの代表のチームとの年に２回会合を持つことに合意し、この会合の間は労使関係の上級管理職がIUFとのコミュニケーションを維持する。

コカコーラは、コカコーラ労働者が、会社からの干渉や圧力を受けずに組合員になる権利、団体交渉の権利を行使することが許されることを認める。このような権利は報復や、抑圧や、いかなる形態の差別を受ける恐れなく行使されるべきである。

これらの会議やコミュニケーションのひとつの永続議題は、コカコーラ内の人権と組合権に関する慣行とこのような話し合いにふさわしい労使関係に関する問題である。

コカコーラカンパニーとIUFは、組合権およびその他の適当な労使関係の問題の話し合いの枠組みの維持にコミットする。
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